
来
年
４
月
か
ら
の
保
育
所
入
所

を
希
望
さ
れ
る
乳
幼
児
の
保
護
者

の
方
へ
１１
月
上
旬
か
ら
支
援
課
及

び
保
育
所
（
園
）
で
入
所
申
込
書

を
お
渡
し
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
途
中
の
入
所
申

込
み
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
支
援

課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ

支
援
課
支
援
第
一
係（
�

３７１
・
７
２
１
８
）

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
の
は
、
平
成
１０
年
４
月
２
日
〜

平
成
１１
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

児
童
で
す
。

入
学
届
の
用
紙
は
、
１０
月
２０
日

ご
ろ
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
１１
月

２
日
（
火
）
ま
で
に
指
定
の
小
学

校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）。用
紙
が
届
か
な

い
場
合
は
、
市
民
窓
口
課
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
来
年
、
中
学
校
へ
入
学

さ
れ
る
方
の
入
学
手
続
き
な
ど
は

１
月
で
す
。

問
合
せ

入
学
届
に
記
載
の
あ
る

指
定
の
小
学
校
ま
た
は
市
教
育
委

員
会
調
査
課（
�
２２２
・
３
７
７
２
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
で
は
、
簡
易
包
装
の
推
進
、

再
生
品
の
販
売
、
食
品
ト
レ
ー
や

牛
乳
パ
ッ
ク
の
店
頭
回
収
な
ど
、

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
お
店
を

「
め
ぐ
る
く
ん
の
店
」
と
し
て
認

定
し
、
広
く
市
民
の
方
々
に
利
用

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。「
め
ぐ
る
く

ん
の
店
」
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

ご
み
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

「
め
ぐ
る
く
ん
の
店
」
の
取
組

内
容
や
所
在
地
地
図
な
ど
詳
し
く

は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
や
市
役

所
で
配
布
し
て
い
る
「
め
ぐ
る
く

ん
の
店
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

市
循
環
型
社
会
推
進
課

（
�
２２２
・
４
０
９
１
）

現在、区内では１１件のお店が「めぐるく
んの店」として認定されています。
�近鉄百貨店京都店（�３６１・１１１１）
�大丸京都店（�２１１・８１１１）
��島屋京都店（�２２１・８８１１）
�阪急百貨店四条河原町阪急（�２２３・２２８８）
�藤井大丸（�２２１・８１８１）
エビスク七条（�３７１・５６０９）
アニュー七条店（�３１５・３１３６）
ジェイアール京都伊勢丹（�３５２・１１１１�）
�ポロロッカ五条店（�３５１・３９３３）
萬善（�３５１・３０７４�）
原田茶具商店（�３５１・２６０８）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

親子で楽しく遊べるたんぽっぽ広場を開催します。
折り紙やお絵かきなどいろいろなコーナーがありま
す。子育ての専門家による育児・健康相談なども実
施しますので、ぜひご参加ください。
日時 １０月２７日（水）午前１０時～１１時３０分
場所 元安寧小学校体育館
対象 乳幼児とその保護者
費用・申込み 不要

問合せ 下京子ども支援センター
（区役所内／�３７１・７２１９）

日
本
道
路
公
団
な
ど
が
実
施
し

て
い
る
障
害
者
有
料
道
路
割
引
制

度
の
料
金
所
で
の
確
認
方
法
が
変

更
さ
れ
て
お
り
、
以
前
の
障
害
者

有
料
道
路
交
通
料
金
割
引
証
（
通

行
割
引
証
）
は
、
６
月
以
降
使
用

で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

割
引
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め

に
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
証
明

印
の
押
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

現
在
お
持
ち
の
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
療
育
手
帳
、
車
検
証
の
原

本
、
運
転
免
許
証
（
二
種
の
方
の

み
）
を
ご
持
参
の
う
え
、
お
手
続

き
く
だ
さ
い
。

手
続
き

支
援
課
支
援
第
二
係（
�

３７１
・
７
２
１
７
）

制
度
に
関
す
る
問
合
せ

日
本
道
路
公
団
関
西
支
社
（
�
０６

・
６
３
４
４
・
８
８
８
８
）

阪
神
高
速
道
路
公
団
（
�
０６
・
６

２
５
２
・
８
１
２
１
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

区
民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
と
健
康
な
身
体
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
「
ふ
れ
あ
い
歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

区
内
に
あ
る
新
選
組
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
な
が
ら

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
マ
ッ
プ
に
ス
タ
ン
プ
を
３
つ
集

め
て
ゴ
ー
ル
し
た
先
着
１５０
人
の
方
に
記
念
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
秋
の
下
京
を
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

１０
月
２３
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
正
午

※
小
雨
決
行

場
所

ス
タ
ー
ト
�
下
京
区
役
所
（
午
前
９
時
〜
１０

時
受
付
け
）

ゴ
ー
ル
�
梅
小
路
公
園（
午

前
１０
時
３０
分
〜
正
午
受
付

け
）

対
象

下
京
区
民

費
用

無
料

問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
推

進
課（
�
３７１
・
７
１
７
０
）

現
在
、
市
役
所
証
明
書
発
行
コ

ー
ナ
ー
で
実
施
中
の
公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
を
１１
月
１
日
か
ら
市

民
窓
口
課
で
開
始
し
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
政
機
関
な
ど

へ
申
請
や
届
出
の
手
続
き
を
行
う

場
合
に
、
申
請
者
本
人
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
「
電
子
証
明
書
」

を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

対
象

区
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て

い
る
方

手
数
料

５００
円

持
ち
物

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
顔
写
真
な
し
の
場
合
は
、
運
転

免
許
証
な
ど
公
的
機
関
発
行
の
顔

写
真
入
り
の
証
明
書
が
必
要
で
す
）

問
合
せ

市
民
窓
口
課
（
�
３７１
・

７
１
９
１
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

口
の
中
の
病
気
で
あ
る
「
歯
周

病
」
が
、
糖
尿
病
や
心
筋
梗
塞
な

ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。
口
の
中
の
健
康
が

全
身
の
健
康
状
態
を
左
右
す
る
と

い
え
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、「
歯
周
病
」
予
防

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

１０
月
２９
日
（
金
）

午
後
１
時
３０
分
〜

（
受
付
け
�
午
後
１
時
〜
）

場
所

下
京
保
健
所
２
階

多
目

的
ホ
ー
ル

内
容

・
「
口
腔
の
健
康
と
全
身

の
健
康
」（
歯
科
医
師
に
よ
る
講
話
）

・
「
歯
磨
き
ポ
イ
ン
ト
」（
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
講
話
）

申
込
期
間

１０
月
２５
日
（
月
）
ま

で申
込
み
・
問
合
せ

電
話
で
健
康

づ
く
り
推
進
課
保
健
係
（
�
３７１
・

７
２
９
１
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

Ｑ 地域防災ネットワークとは、何ですか。
Ａ 地域には、「災害から自分たちのまちを守
る」ために、自主防災組織（学区単位の自主
防災会、町内会などを単位とする自主防災部）
があります。その他にも、女性会や老人会な
どさまざまな団体がそれぞれの目的をもって
活動されています。大地震などの大災害が発
生したときには、地域が一体となって災害に
立ち向かい、被害を少しでも減らすために力
を合わせることが必
要です。地域防災ネ
ットワークとは、い
ざというときのため
に自主防災組織を中
心として、事業所や
地域の団体などが普
段から防災について
行動し、連携しよう
とするものです。
Ｑ なぜ、地域防災
ネットワークが必要
なのですか。
Ａ 平成７年に発生した阪神淡路大震災では、
多くの人が倒壊した家屋の下敷きになったり、
火災による大きな被害が出ましたが、日ごろ
からの連帯が強い地域では被害を最小限にと
どめることができました。このことから、災
害が起こったときに大きな力を発揮するには、
地域の結束力が大切であることが明らかにな

ったためです。
Ｑ 地域防災ネットワークには、どのような
団体が参加するのですか。
Ａ それぞれの地域事情に応じて、次のよう
な団体が参加しています。
・自主防災会（学区）、自主防災部（町内）
・女性会、老人会などの地域住民団体
・ボランティア活動団体
・工場、病院、ホテル、スーパー、ガソリン
スタンド、土木建築業、運輸業など、人、空
地、水その他震災のときに役立つ器材などを
有する事業所

Ｑ どのような協力の形がありますか。
Ａ 協力体制は、次のようなものがあります。
・地域の防災訓練に自主防災組織、女性会、
老人会などの団体とともに、事業所が参加す
る。
・大地震などの災害発生時に、事業所の敷地
を住民の一時避難場所として開放する。
・事業所の所有する器材（バール、ジャッキ
などの小さなものからクレーン車のような大
きなものまで）を災害現場において活用する。
・事業所が所有する工業用水、地下水などの
水源を住民の生活用水として活用する。

すすめよう�
「地域防災ネットワークづくり」
あなたの家庭、隣近所の皆さんによる連帯
の意識づくりから始め、個人レベルのネット
ワークづくり、更には、自主防災会や市民団
体、事業所と結ぶネットワークへと広げて、
「災害に強い」地域を築きましょう。

人
の
心
理
や
弱
み
に
付
け
込
み
、
巧

妙
な
手
口
で
契
約
を
迫
る
悪
質
商
法
。

特
に
、
高
齢
者
の
被
害
は
急
増
し
て
い

ま
す
。
老
後
に
不
安
を
抱
え
る
高
齢
者

は
、「
将
来
へ
の
不
安
」
、「
健
康
に
な
り

た
い
」、「
一
人
暮
し
で
寂
し
い
」
な
ど

の
弱
み
に
付
け
込
ま
れ
る
こ
と
が
多
く

注
意
が
必
要
で
す
。

こ
ん
な
訪
問
や
手
口
に
ご
用
心

か
た
り
商
法
・
点
検
商
法

「
水
道
局
の
方
か
ら
来
ま
し
た
」
な

ど
と
公
的
機
関
か
ら
来
た
よ
う
に
か
た

り
、
あ
る
い
は
「
無
料
点
検
に
来
ま
し

た
」
と
訪
問
し
て
、
住
宅
設
備
な
ど
を

点
検
し
た
後
で
「
危
険
な
状
態
で
す
」

な
ど
と
怖
が
ら
せ
、
必
要
の
な
い
高
額

な
販
売
や
修
繕
を
す
る
。

次
々
販
売

一
度
契
約
す
る
と
、
業
者
が
何
度
も

訪
れ
、
次
々
と
契
約
さ
せ
ら
れ
る
。

健
康
商
法

「
万
病
に
効
く
」、「
長
生
き
す
る
」

と
親
切
そ
う
に
近
づ
い
て
、
高
価
な
健

康
食
品
を
売
り
つ
け
る
。

Ｓ
Ｆ
（
催
眠
）
商
法

粗
品
の
引
換
券
な
ど
で
会
場
に
人
を

誘
い
、「
欲
し
い
人
は
手
を
挙
げ
て
」
と

い
っ
て
タ
ダ
同
然
に
日
用
品
を
配
る
な

ど
参
加
者
の
競
争
意
識
を
あ
お
り
、
最

後
に
高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る
。

悪
質
業
者
か
ら
身
を
守
る
た
め
の

６
つ
の
心
得

�
見
知
ら
ぬ
人
の
親
し
げ
な
訪
問
や
接

近
に
注
意
し
、
簡
単
に
ド
ア
を
開
け
た

り
気
を
許
し
た
り
し
な
い
。

	
あ
ま
い
言
葉
に
用
心
し
、
う
ま
い
話

は
ま
ず
疑
う
。



預
貯
金
や
家
族
構
成
な
ど
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
明
か
さ
な
い
。

�
署
名
や
押
印
は
慎
重
に
行
い
、
契
約

書
は
必
ず
受
け
取
り
大
切
に
保
管
し
て

お
く
。

�
「
結
構
で
す
」
や
「
い
い
で
す
」
と

い
っ
た
あ
い
ま
い
な
言
葉
は
使
わ
ず
、

必
要
な
け
れ
ば
キ
ッ
パ
リ
断
る
。



一
人
で
決
め
ず
、
契
約
前
に
家
族
や

身
近
な
人
、
市
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
す
る
。

相
手
は
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
の
プ
ロ
で

す
。油
断
を
す
る
と
引
っ
か
か
り
ま
す
。

十
分
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

市
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
�
２５６

・
０
８
０
０
）

市
で
は
、予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施

し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
そ

の
シ
ー
ズ
ン
に
よ
り
流
行
す
る
ウ
イ

ル
ス
の
型
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
毎

年
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

期
間

１１
月
１
日
（
月
）

〜
平
成
１７
年
１
月
３１
日
（
月
）

場
所

指
定
医
療
機
関
（
予
約
制
）

※
接
種
日
の
当
日
は
、
年
齢
が
わ
か

る
も
の
が
必
要
で
す
。

対
象

�
６５
歳
以
上
の
方

	
６０
歳
〜
６４
歳
で
心
臓
、
肝
臓
若
し

く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害

を
有
す
る
方

費
用

千
円

※
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
に
は
、
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

健
康
づ
く
り
推
進
課
保
健

係
（
�
３７１
・
７
２
９
１
）
ま
た
は
市

地
域
医
療
課
（
�
２２２
・
３
４
２
１
）
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けすぞう君の防災 Q&A 「地域防災ネットワーク」

こ
ん
に
ち
は
、
け
す
ぞ
う
君

で
す
。
今
回
は
、
地
域
防
災
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
お
話
を

し
ま
す
。

つながり遊び 

自由遊び 
コーナー 

魚つり 
コーナー 

お絵かき 
コーナー 

新聞 
びりびり 
コーナー 

絵　本 
コーナー 

赤ちゃん 
コーナー 

折り紙 
コーナー 

授乳 
育児・健康相談 
など 
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学校歴史博物館では、対談と
特別展を開催します。皆さん、
ぜひお越しください。
問合せ 市学校歴史博物館
（�３４４・１３０５）

上田正昭学校歴史博物館長と
中西進京都市立芸術大学長が「平
安京の歴史と文学」をテーマに
対談します。
日時 １１月２１日（日）

午後２時～３時３０分
定員 ２５０名 費用 無料
申込み 電話にて受付中（先着
順）

ようぎょう

京都は、近世から続く窯業の歴史をもち、数
多くの名工を生み出しました。これらの名工の
作品をはじめとして、市立学校には、学区の人々
や陶芸家から寄贈された多くの陶磁器が伝わっ
ています。
今回の特別展では、市立学校所蔵の陶磁器の
名品を一堂に集め、京都のやきもののすばらし
さを再確認していただくとともに、陶芸家の学
校に寄せる想いなどを紹介します。
期間 １０月１６日（土）

～平成１７年１月１８日（火）
午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）
※休館日：水曜日（祝日の場合は翌日）、１２月２８
日（火）～１月４日（火）
入館料 大人２００円／子ども１００円
（団体 大人１６０円／子ども８０円）
※市内の小・中学生は、土・日曜日無料
展示作家 清水卯一・河井寛次郎・北大路魯山
人・六代清水六兵衛・楠部彌弌・近藤悠三・宮
下善寿・森野嘉光・今井政之・新開寛山 他

５
月
１５
日
号
か
ら
連
載
し
て
い
る
『
税
金
の
歴
史
』
で

す
。
今
回
は
、
江
戸
時
代
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
す
。

１１
月
１
日
は
、

市
・
府
民
税
第
３
期
分
の
納
期
限
で
す
。

＊
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
延
滞
金
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

市
民
税
課
（
�
３７１
・
７
１
７
１
）

め
ぐ
る
く
ん
の
店
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

め
ぐ
る
く
ん
の
店
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

め
ぐ
る
く
ん
の
店
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

「平安京の平安京の歴史歴史と文学文学」 
を語る 

「平安京の平安京の歴史歴史と文学文学」 
を語る 

「平安京の歴史と文学」 
を語る 

対談 対談 対談 対談 

!

障
害
者
の
有
料
道
路
通
行
料
金

障
害
者
の
有
料
道
路
通
行
料
金 

　
　
割
引
方
法
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
割
引
方
法
の
変
更
に
つ
い
て 

障
害
者
の
有
料
道
路
通
行
料
金 

　
　
割
引
方
法
の
変
更
に
つ
い
て 

〜
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
〜

〜
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
〜 

〜
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
〜 

高
齢
者
を
狙
う
あ
の
手
こ
の
手

高
齢
者
を
狙
う
あ
の
手
こ
の
手 

高
齢
者
を
狙
う
あ
の
手
こ
の
手 

江
戸
時
代
に
入
っ
て
も
、
検
地
帳
と
い
う
課
税
台

帳
に
基
づ
い
て
年
貢
を
か
け
る
と
い
う
税
の
基
本
的

な
仕
組
み
は
継
承
さ
れ
ま
し
た
。中
心
と
な
る
の
は
、

田
畑
の
石
高
に
応
じ
て
課
せ
ら
れ
、
米
で
納
め
ら
れ

ほ
ん
と
も
の
な
り

る
本
途
物
成
と
呼
ば
れ
る
年
貢
で
、
本
年
貢
と
も
い

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
貢
の
税
率
は
幕
府
が
基
準
を

定
め
て
い
な
か
っ
た
た
め
大
名
ご
と
に
異
な
り
、
四

公
六
民
（
公
�
年
貢
と
し
て
納
め
る
、
民
�
自
分
で

使
用
で
き
る
）
や
五
公
五
民
な
ど
の
税
率
が
定
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
山
林
や
河
海
な
ど
の

用
益
や
産
物
な
ど
の
副
業
に
課
せ
ら
れ
る
雑
税
や
付

こ
も
の
な
り

加
税
と
し
て
、
小
物
成
と
い
わ
れ
る
税
が
あ
り
ま
し

た
。

う
ん
じ
ょ
う

そ
の
他
に
も
、
商
工
業
者
に
課
せ
ら
れ
る
運

上
や

み
ょ
う
が

冥

加
な
ど
の
税
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
づ
く

来
年
来
年
4
月
に
月
に 

小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る

小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る 

新
1
年
生
の

年
生
の 

保
護
者
の
皆
様
へ

保
護
者
の
皆
様
へ 

来
年
4
月
に 

小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る 

新
1
年
生
の 

保
護
者
の
皆
様
へ 

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス 

（
電
子
証
明
書
の
交
付
） 

市
民
窓
口
課
で
開
始
し
ま
す 

を 
「陶芸家か陶芸家からのおくりもの」 「陶芸家か陶芸家からのおくりもの」 「陶芸家からのおくりもの」 

～京都市立学校所蔵の陶磁器～ 

特別展 特別展 特別展 特別展 学校歴史博物館の 
　　　　　　催し 
学校歴史博物館の 
　　　　　　催し 
学校歴史博物館の 
　　　　　　催し 

下京区内 
「めぐるくんの店」認定店 
下京区内 
「めぐるくんの店」認定店 

インフルエンザ予防接種を 
受けましょう受けましょう 受けましょう 

第2回 親子親子で遊ぼう！遊ぼう！ 親子親子で遊ぼう！遊ぼう！ 
下京下京 下京下京 たんぽっぽ広場 たんぽっぽ広場 
親子で遊ぼう！ 
下京 たんぽっぽ広場 

来
年
来
年
4
月
に
月
に 

保
育
所
入
所
を
希
望

保
育
所
入
所
を
希
望 

さ
れ
る
乳
幼
児
の

さ
れ
る
乳
幼
児
の 

保
護
者
の
皆
様
へ

保
護
者
の
皆
様
へ 

来
年
4
月
に 

保
育
所
入
所
を
希
望 

さ
れ
る
乳
幼
児
の 

保
護
者
の
皆
様
へ 

下京区民健康づくり教室 

ふれあい歴史ウォーキング ふれあい歴史ウォーキング ふれあい歴史ウォーキング 

秋の火災予防運動 秋の火災予防運動 11月9日（火） 　　　　～15日（月） 
11月9日（火） 
　　　　～15日（月） 
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